
廃炉・汚染水・処理水対策チーム会合／事務局会議（第 102回） 

1 
 

令和 4年 5月 26日 

経済産業省資源エネルギー庁 

 

廃炉・汚染水・処理水対策事業に関する情報提供依頼（RFI）の開始について 

 

福島第一原子力発電所の廃炉は、世界にも前例のない困難な取組であり、「東京電力

ホールディングス(株)福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けた中長期ロードマッ

プ（2019年 12月改訂）」（以下「中長期ロードマップ」という）に基づく進捗管理や、

技術的難易度が高い研究開発に対する支援を行うなど、国も前面に立って取り組むこ

ととしている。 

今後、中長期ロードマップの第３－①期を見据え、国が「廃炉・汚染水・処理水対

策事業」で支援する研究開発テーマについて、毎年度「廃炉研究開発計画」で取りま

とめているが、この策定にあたり、福島第一原子力発電所の廃炉に向けて解決すべき

技術的な課題、その課題解決に向けた研究開発の実施内容、研究開発の規模などの情

報を広く募集することとした。（RFI：Request for Information） 

提供いただいた情報等を踏まえ、今後の廃炉研究開発計画の検討を進めていく。 

 

＜RFI概要＞ 

・実施者：廃炉・汚染水・処理水対策事業事務局 

・募集期間：令和 4年 5月 20日～6月 17日 10時 

・RFI詳細は下記 URLを参照 

 https://dccc-program.jp/4705 
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情報提供フォーマット【抜粋】 

 

①研究開発テ

ーマ名 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇の研究開発 

 

提出日 

2022年  月  日 

②-1 研究開発

の内容（解決

すべき技術的

な課題と実施

内容） 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

福島第一原子力発電所の廃止措置等に向けどのようなニーズに対応しているのか、どのような技術

的な課題を設定するのか、その課題を解決するためにどのような研究開発の内容を実施するのかを

記載してください。なお、ニーズについては、④記載の研究開発分野のリンク先にある研究開発中長

期計画（参考１）や各研究開発分野の目的等を参考にしてください。 

②-2 情報提供

者の紹介・情

報提供理由 

〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇〇 

情報提供者の有する技術の優位性や研究開発実績を踏まえた情報提供理由を説明してください。 

②-3 研究開発

の規模 

〇〇〇円 

概算で記載してください。 

③想定される

共同研究開発

先（機関名） 

○○○株式会社／○○○研究所／○○大学等 

共同研究開発先が想定される場合は記載してください。 

④研究開発分

野（該当分野

を選択） 

 

[A2]燃料デブリの段階的に規模を拡大した取り出し技術 

[B1]原子炉建屋内の環境改善のための技術 

[B2①]原子炉格納容器内部詳細調査技術 

[B2②]原子炉圧力容器内部調査技術 

[B2③]燃料デブリの性状把握のための分析・推定技術 

[B3①]燃料デブリ取り出し工法 

[B3②]安全システム 

[B3③]遠隔装置保守技術 

[B3④]燃料デブリ収納・移送・保管技術 

[B3⑤]福島第一原子力発電所廃止措置統合管理のための支援技術 

[C]固体廃棄物の処理・処分に関する研究開発 

その他 

当該の分野を選択し他の分類は削除してください。複数選択も可能です。 

上記分野は 2022 年度廃炉研究開発計画を参照してください。（以下リンク先） 

https://www.meti.go.jp/earthquake/nuclear/decommissioning/committee/osensuitaisakuteam/20

22/01/4-1-1.pdf 

 


